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江戸湾の漁業

徳川家康が関東に入国した当時は、江戸湾沿
いにいくつかの漁村があったが、都市として急
速に発展する江戸の需要に耐えられるものでは
なかった。そこで、上

かみ

方
がた

の猟師が移住して漁業
権をとり、進歩した漁法を教えて関東漁業の発
達の基礎が築かれた。この間、地元漁民との間
に多少の摩擦が生じたものと思われるが、徳川
幕府は移住者に様々な特権を与えて保護し、漁
業の発達を一段と促進させた。その後、次第に
移住者と地元が融合して江戸湾にいくつかの漁
村が形成された。品川地域では、南品川猟師町
（品川浦）と大井村御林猟師町（大井御林浦）の
2つの純漁村が形成され、江戸城に鮮魚を納め
る役目を負った御

お

菜
さい

肴
さかな

八ヶ浦のひとつとして発
展した。

御菜肴八ヶ浦は、北から、金
かな

杉
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・本
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芝
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・品
川・大井御林・羽田・生麦・新

しん

宿
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（子安）・神奈
川の 8つの猟師町から形成されていた。このう
ち、金杉・本芝・品川の三ヶ浦が元締めの役割
を担っていた。八ヶ浦には月 ３度の献上が義務
づけられていたが、臨時で献上することもあっ
た。寛政 ４年（1792）からは鮮魚の献上が停止
されて金納に変わったが、のちにお金とともに
「猟初穂」と称して月 1度ずつ鮮魚を献上するよ
うになったのである。

品川浦

品川浦（南品川猟師町）は、南品川宿に属し
ながら、単独の統括者である名主（大島氏）が
おり、村としての行政機能を備えていた。南品
川猟師町は、南品川宿一丁目から目黒川に沿っ
て突き出た地にあった。猟師町には猟師共有の
網干場があり、鎮守として寄

より

木
き

明神社（現、寄
木神社）が祀られていた。
現在、寄木神社の境内の一隅に「江戸漁業根
元之碑」［昭和2３年（19４8）、本山荻

てき

舟
しゅう

撰文］が▲寄木明神社（『江戸名所図会』より）

品川の漁業 −品川浦と大井御林浦−
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漁船数　文化 14 年 (1817) 調べ

★正徳 5年 (1715) 調べ
★文政 7年 (1824) 調べ

御菜肴八ヶ浦図
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呼ぶようになったのである。また、「因
いん

州
しゅう

組」と
唱えている猟師が、御林浦成立以来の旧家で芝
金杉浦から分かれたものであり、この地の猟師
たちが移転したことで御菜肴を献上するように
なったと記されている。
御林浦は、南品川と浜川の間で鮫

さめ

洲
ず

付近にあ
り、鎮

ちん

守
じゅ

は御林八幡社（現、鮫洲八幡神社）で
ある。

漁獲物

天保1４年（18４３）の品川宿の明細帳には、品
川で獲れた魚介類のリストが収録されている。
それによると、鯒
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の類、また、赤貝・蛤などが獲れた。

近代における漁業の衰退

品川における漁業生産は江戸時代から重要な
地場産業であったが、近代化の波の中で衰退の
一途をたどった。それは、漁場である東京湾、
特に品川を含む内湾の変化や埋立の促進などに
よって周囲の環境が変転したことが原因であっ
た。そして、昭和３7年（1962）12月の内湾にお
ける漁業権放棄の決定によって、この地域の漁
業は完全に姿を消したのである。

建てられ、神社創建の由来と、御菜肴八ヶ浦の
総元締めであり、海苔養殖の本場として栄えた
品川浦の歴史が刻まれている。
品川浦の漁で活躍したのが桁

けた

船
ぶね

である。これ
は、帆の力で横向きに走らせ、５～ 9挺の桁網
（底引網）を引いて漁をするもので、品川浦にお
ける桁船の利用は他の浦より盛んであった。と
ころが、幕末の台場築造により漁獲高が減少し
てしまった。代わりに芝エビなどを獲るエビ桁
網が考案されたが、規定の漁具でなかったため
に他の浦と紛争になった。

大井御林浦

大井御林浦（御林猟師町）は大井村に属し、
同村名主（櫻井・大野両氏）の管轄下にあった。
御林浦には品川浦と異なり名主がいなかったも
のの、品川浦同様に猟師頭がいて猟師たちを統
括していた。
元治元年（186４）11月に金杉・本芝両浦が江

戸町奉行所に提出した「浦
うら

方
かた

起立書上」（『芝金
杉魚問屋御用留』に所収）には、御林浦成立の
由来が記されている。それによると、万治 2年
（16５9）に芝金杉東の海辺より約 ３町ほどの土地
が御用地になり、因

いな

幡
ば

鳥取藩主池田光
みつ

仲
なか

（松平
相模守）が屋敷を拝領することになったため、
先住の猟師 6戸が大井村の御林町に代地を与え
られて移転し、漁業を営んだので御林猟師町と

（桁船）


